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1．シノニムの概念
ロシヤ語の語彙を研究してみると，ことばの基本的意義を変えることなしに，文中に
おいて相互に入れ替えのできる語が現代ロシヤ標準語の中に非常に多いことに注意を払
わないわけにはいかないのである。
例
a).FIToPonJIIocbBmKoJIy.
FICnemyBmKOJIy.
6)．KaKBbIpa3HTbMHecBoIo6JIaro即pHocTb3a瓜o6pbIiicoBeT？
KaKB即a3HTbMHeCBOIO叩H3HaTeJIbHocTb3a瓜o6pbIiicoBeT？
B).MHBocxIImeHHcMeJIocTbIonepBorocoBeTcKoroKocMoHaBTa.
MHBocxHmeHHMy>KeCTBOMnePBOrOCOBeTcKOrOKOCMOHaBTa.
r)．OHxIeJIoBeKIIcKpeHHIIii.
OHzIeJIoBeKqecTHH衝．
OHtIeJIoBeKnpHMo"ymHEI仇．
").BmpyrnomEJIno>Mb.
BHeganHonom6JI"O>K"b.
Heo>KHnaHHonom6JIno>K'Ub.
上記の用例に示したような語の入れ替えは動詞ToPOnHTbCH,cnemHTb,名詞6JIarona-
PHOCTb,nPH3HaTeJIbHOcTb,形容詞HcKPeHHHii,qecTHblii,nPHMO"ymHblii,副詞Bnpyr,
BHe3anHO,HeO>KImaHHOの四つの品詞の各語間にそれぞれ意義上の類似性か或は同一性
が存するが故に認められるのである。このように意義が同一であるか或は類似している
が，語形が全く異なる語をシノニムと呼び，その術語66CHHOHIIM''はギリシヤ語syn6ny-
mon(O,nHOHMEHHblii)からでたものであることは賛言を要しないところである。
ロシヤ語は世界の発達せる他の言語と同じように，シノニムがきわめて豊富である。
写
シノニムは多彩な表現力をもつばかりでなく，物や現象に関する思考のせんさいなニュ
アンスをも表現することができるのである。
シノニムは同一の物や現象の本質を反映しながらも，意義の補足的なニュアンスを異
にする，語形の違う二個或は数個の語である。従ってシノニムは一つの語を無造作に他
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の語をもって入れ替えるためのものではなく，同一の思想をより精確に表現するための
ものである。この点にシノニムの本質的な意義が存するのである。
シノニムは数語をもって一つのシノニム系列を構成する。ロシヤ語も他の言語と全く
同じように，二語或は三語から成るシノニム系列を特徴とするのである。
例
a)．CMeJIOCTb-My>KeCTBO
6JIarQnapHocTb-npH3HaTeJIbHocTb
JIyKaBbIii-xHTPblii
6).IIcKpeHH耐一uecTHblii-nPHMO"ymHblii
B,叩yr-BHe3anHO-HeO>KHnaHHO
一つのことばはそのいろいろな意義においていろいろなシノニム系列にはいることが
できる。つまりいろいろな代替語をもつことができるのである。例えば動詞THHyTbCH
は"3aHHMaTbKaKoe-@m60叩OCTPaHcTBo"の意義において動詞nPocTHPaTbCHのシノ
ニムとなるのである。
例JIecaTHHyTCHHaMHOroKIIJIOMeTpOB.
しかし"npoHcxo"HTbBTeIIeHHeKaKoro-JIII60BpeMeHH"の意義においては動詞瓜JIH‐
TbCH及びnPO,nOJI>KaTbcJIのシノニムとなるのである。
例aTHHeOnP飢eJIeHHHeOTHOmeHIIHTHHyTCHy>KenOJIrO,na.
しかしこれに反し，ことばはその一つの意義においてのみシノニムをもち，他の意義
においては必ずしもシノニムをもつとは限らないのである。例えば動詞CnemHTbは
"cTapaTbcH,meJIaTb,HcHoJIHHTbqTo-HH6ynbKaKMo)KHocKopee"の意義において動詞
TOPOnIITbCHのシノニムとなるのである。
例HcnemyHanOe3瓜．
HTOPOnJIIOCbHanOe3瓜．
しかし他の意義，すなわち時刻について,｡｡noKa3bIBaTbHeBePHoeBPeMHBCJIe'mcTBIIe
y6bIcTPeHHOroxo,maMexaHH3Ma"の場合には動詞CnemHTbに限定されるので，他の如何
なるシノニム動詞をもってしても入れ替えることはできないのである。従ってMoHtIaCbI
e
TOPOnHTCH.と表現することは絶対に許されないのである。
二つの語を一組とするシノニム系列の中で,ロシヤ語の研究者にとって特に困難視され
るものは或る特殊な意義においてシノニムになっている一対の語である。この場合この
一対の語は如何なる意義においてシノニムとなり，相互の入れ替えができるか，また如何
なる意義においてシノニムとなることができないかを知ることが何よりも必要である｡一
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般のことばは或る一つの意義においてのみシノニムとなり，他の，非相関的な，両立しな
い意義においてはシノニムにならないのが通例である。例えば形容詞叩y>KecK耐と叩y-
>Ke"Io6HBI傲は"PacnOJIO)KeHIIe,,mPyjKecKHeqyBCTBa''の意義においてはシノニムとなる
のである。従って叩y)KeJIIo6HbliiToHも瓜Py>KecKHIIToHもともに認められるのであ
る。しかしこれらの形容詞は瓜pyjKeJIIo6HEbI曲のみがもつ固有の意義，すなわち""o6po-
>KeJIaTeJIbHbliiKoKpy>KalomIIM''の意義においてはシノニムとなることができず，相互
の入れ替えもまた許されないのである。
次に記す一文は昨年モスクワでしばしば耳にした会話の一節であるが，シノニムの研
究にとって好個の資料と考えるので，ここに記して，検討してみよう。
OIIeHbMHeHpaBHTcHBMocKBeJIIo,mH,oHHBeceJIbIeH叩y>KecKHe.
この露文は一見すれば，難のない文と考えられ易いが，語彙論的見地からすれば，
重大な誤りを犯した文といわねばならないのである。その理由はいうまでもなく，
"py>KecK耐と叩y>KeJIIo6Hbl曲の意義上の差異を正しく理解していないことにある。上
記の露文は次のように改めねばならないのである。
OKIeHbMHeHpaBHTcHBMocKBeJIIo,M,oHHBeceJIbleHXpy]KeJIIo6HHe.
現代ロシヤ語にはそのすべての意義においてではなく，その一つの意義においてのみ
シノニムを造る一対の語が多いのである。例えば名詞XO3”Hはどの文体にも使用のでき
る四つの意義をもっている。その一は窪co6cTBeHHHK,BJIa,meJIeUtIero-HH6y'mb(Koro-
HH6y恥)''の意義である。
例Xo3HHH"6pHKII.
その二は66qeJIoBeK,Be〃皿耐xO3HiiCTBO,3aHHMaIomIIiiCHxO3HiiTBeHHbIMH,meJIaMH''
｡ "
の意義である。
例OHnJIoxoiixo3HIIH-Becb,noMpa3BaJIHJIcH.
その三は"rJIaBa"OMa,CeMbII(HOoTHOmeHIIIoKFOCTHM,nOCeTHTeJIHMIIT.n.)"
の意義である。
例Xo3HIIHHrocTbnHJIHqaiiBcamy.
その四は･@ToT,KToIIMeeTBJIacTbHMxIeM-JIH60,(KeM-JIII60),HoJIHoBJIacTHbliipacno-
pH,mIITeJIb''の意義である。
例OH3"ecbxo3HHHnoJIo>KeHHH.
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名詞xO3”Hはその一の意義におていのみ名詞BJIaneJIelI(ToT,KTOBJIaneeTqeM-
皿60;o6JIa,maTeJIbrlero-JIII60)のシノニムとなることができるのである。従ってこの二
つの語は相互に入れ替えることができる。すなわちXo3HHH*a6pHKIIはBJIaneJIell
中a6pHKIIと言い替えることができるのである。しかしこの相互の入れ替えは上記の意義
においても，すべてのコンテクストにおいて認められるものではない。つまり対象が或
る’大きな価値のある私有財産であるならば，上記の二つの語は相互に入れ替えること
ができるのであるが，これに反し対象が小さな，個々の物である場合には,XO3HHHを
使用するのが通例である。従ってKToxo3HHH3To向KHHrII？のコンテクストとなり，
KToBJIa瓜eJIeu3To面KHHrH？の表現は語彙論に基づく正しいものではないのである。しか
しこのようなコンテクストに名詞BJIa,meJIeuを使用した場合には,BJIa"eJIeuは文意の
中に特殊な，多く場合は滑稽な色調を添えるものである。
さらに，特殊な関係をもつシノニムを二，三取りあげて，検討してみよう。先ずその
一つは動詞raCHTbとTymHTbの関係である。この二つの動詞は一つの意義においてシ
ノニム(raCHTbCBeqy-TymHTbcBewy)となるのであるが，他の意義，通常転義におい
てはシノニムとならないのである。
例えばracIITbTBoPqecKHenOPHBblの表現は認められるが,TymHTbTBoPqecKHe
nOPHBHの表現は許されないのである。またracHTbcTaPble,noJIrIIの表現は許されて
も,TymHTbcTaPue,noJIrHの表現は認められないのである。
次は，動詞OTJIO)KHTbとOTCPOIIIITbの関係をめてみよう。動詞OTJIO>KIITbと
OTCPOqHTbは"nePeHeCTHHa60JIeenO3,mHIIiiCPOK"の意義においてシノニム(OTJIO)KHTb
皿aTE》K-OTCPOKIHTbnJIaT§》K)となるのである｡
しかしこの場合この二つの動詞は上記の意義においても，すべての結語において相互
の入れ替えが許されるわけではない。現代ロシヤ標準語において認められている，これ
らの動詞の結語規準は次の通りである。すなわちOTJIo>KIITbnOe3,瓜KyHa'nBa,mHH
は認められるが,oTcPoIIIITbnoe3"Kyは認められないし，またoTJIO>KIITbC,maqy
SK3aMeHaHaMeCHUは認められるが,OTCPOKIHTbc,maqyaK3aMeHaは認められないので
ある。OTCPoqHTbnOe3"Ky,C,matIyaK3aMeHaの結語は文書用語に限られるのである。結
論的にいうならば，動詞OT狐O》KHTbの使用範囲は動詞OTCPOIIHTbよりはるかに広いの
である。
シノニムは既に述べたように,いろいろな語から造られるのである。その中で直接物，
現象，性質，行為などを示す語がもっとも安定したシノニムを造り，語の用法や結合法
によって意義上の制約をうける語がもつとも不安定なシノニムを造るのである。
シノニムを造る能力は品詞によって異なるのである。シノニムのもっとも多い品詞は
形容詞であり，次は副詞及び動詞であり，そのもっとも少ない品詞は名詞である。
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2．シノニムの型
a).意義の一致を欠くシノニム
現代ロシヤ語のシノニムの大半は二つの特徴をもっている。その一つは一シノニム系
列に属するすべての語が意義の点で一致することである。その二は一シノニム系列の各
々の語がその本来の特殊性によって，同一シノニム系列の他の語と異なる，特殊な結語
方式や使用範囲をもつことである。
例えば動詞CnOCO6CTBOBaTbとnOMOraTbについて検討してみよう。この二つの動詞
は同一シノニム系列に属する語である。cnoco6cTBoBaTbもnOMOraTbもともにG6coneii-
cTBoBaTb'mocTH>KeHHIorlero-JIII60,KaKoro-JIII60pe3yJIbTaTa"を意味するのである。
例 cnoco6cTBoBaTbBbI3nopoBJIeHIIIo
noMoraTbBH3noPOBJIeHHIo
CnOCO6cTBOBaTbH3MeHeHHIoOTHOmeH"
nOMOraTbH3MeHeHHIoOTHOmeHHii
cnoco6cTBoBaTbycnexy
nOMOraTbyCnexy
しかしこの二つの動詞の間には，純言語上の法則に基づく本質的な相違がある。動詞
cnoco6cTBoBaTbは或る概念を意味する名詞を支配する。従ってIIeMy-JIII60(pa3BHTHIo,
POCTy,HOHHMaHIIIo,yCnexy,BbInOJIHeHHIOHJIaHOB)のみを支配するのである。しかるに
動詞nOMOraTbは概念ばかりでなく，人間をも意味する名詞を支配するのである。つま
り可eMy-JIH60の外にKoMy-JIH6oも支配するのである。また行為の主体も動詞cnoco‐
6cTBoBaTbにおいては人間でない場合が通例である。
例CHoKoiiHaHo6cTaHoBKa"oMacnoco6cTBoBaJIaMoeMyBH3"opoBJIeHHIo.
しかし動詞nOMOraTbにおいては行為の主体が人間である場合がきわめて多いのである。
例THHoMorMoeMyBbI3,mopoBJIeHHIo.
さらに文体の上からみれば，動詞cnoco6cTBoBaTbは文章語的な格調をもつが，動詞
nOMOraTbは文体に中立である。
以上は一対のシノニム動詞cnoco6cTBoBaTbとnOMoraTbの言語上の差異について検
討したのであるが，シノニム系列を構成する各語の特質の無知はしばしば用語上の重大
な誤りや語彙論的基準の破壊をもたらすものである。
一対のシノニムを造る各語の特質はその双方に共通な意義のニュアンスの差異に帰着
することがきわめて多いのである。詩人エム・イサコー フスキー は1960年12月10日付けの
文学新聞の中で，次の一対のシノニムpa60TaTb-Tpy,MTbcH,pa60THHK-TpyjKeHHK,
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pa60Ta-Tpy瓜の間に差異あることを鋭く指摘して，次のように述べている。
＜動詞pa60TaTbとTPymITbCH(並びにこれらの動詞の語根から派生した他の語，
例えばpa6oTa,Tpy及等）は真にシノニムであるかのようであり，また多くの場合相互の
入れ替えが容易にできるのである。しかしこの入れ替は決して到る所においてできるも
のではない。この二つの語は意義の点で酷似しまたは一致しているかのようであるが，
その各語の中にはこの意義上の酷似性とともに特殊な，時々 捕捉することが困難である
意義上のニュアンスが潜んでいるのである。このニュアンスこそ何処で，いずれの語が
適切であるか或は全く不適当であるかを決定する筈のものである。＞
＜可eJIoBeKpa60TaeT-この表現は概して一定の仕事を遂行する意味である。従って
Hpa60TaIoHa3aBomeの代りにHTPy)KyCbHa3aBO,瓜eと表現することは許されない
のである。またHPa60TaIoCJIeCaPeMの代りにHTPy>KycbcJIecaPeMと表現すること
も同じようにできないのである。＞
＜ⅥeJIOBeKTPynHTcHという場合は誠実に，精いっぱい働いているかまたは或る’特
に困難な，複雑な，しかも極度の緊張と忍耐を必要とする仕事を行なっているかを常に
考慮に入れた表現である。動詞pa60TaTbの中にはこのようなニュアンスは全く存在し
ないのである。
またpa60THIIKceJIbcKoroxo3HiicTBaという場合はpa60THIIKが従事している仕事の
内容のみが明らかにされているだけで，このpa60THHKの仕事ぶりは少しも明らかにさ
れていないのである。これに反しTPy>KeHHKCeJIbciiorOxO3HKCTBaという場合は仕事の
分野ばかりでなく，仕事に対する誠実な態度をも明らかにされているのである。従って
不真面目に或は月並に働いている人はTpy>KeHHKということはできないのである｡>
<pa60Ta,pa60TaTb,pa60THIIKの諸語はTPyZ,TPy,mIITbcH,TPy)KeHHKの諸語よりは
るかに広く使用されている。これはTPym,TPymHTbcH,TPy)KeHHK等の語が活動体のもの
のみに，主として人間に対して使用されるからである。人間の外には蜜蜂と蟻について
TPynHTbCHなる動詞が使用されているが，これは正しいことである。しかしTPaKTOPu
TPynHTCHnOnO瓜も色My3H6H,TaHKTpynHTcH,aBToMaTbITpy,MTcH等の語彙論的基準
の重大な侵犯がしばしば見うけられるのである｡>
二つのシノニムの差異は時には，それらのシノニムが使用される状況の相違に帰する
場合がある。例えば一対のシノニム動詞BePHyTbCHとBO3BPaTIITbCHについて考えてみ
よう。この二つの動詞は意義が一致しているが，すべての場合において相互の入れ替え
ができるわけではない。もし対象が或る’重大な行事や長い，遠い旅行などからの帰還
についてであるならば，動詞BO3BPaTHTbCHを使用すべきであるが，この場合BO3BPa-
THTbCHは他のシノニム動詞BePHyTbcHをもって入れ替えることはできるのである。し
かし日常生活(外出や帰宅)を対象とする時には動詞BePHyTbCHを使用する。この場合に
Bo3BPaTIIT皿を使用することはできないのである。ここに期せずして，ことばの微妙な
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差異が現われるのである。
例H3a6HJIKHHryHBepHyJIcH3aHeii.
THy》KeBepHyJIcHcpa60TbI？
Kor瓜aTbIBepH色mbcHcero瓜HH？
BepHHcbKaKMo>KHopaHbIne.
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同一語根から成るシノニムを使用した場合にそれらの語のもつ特質を捕えることは特
に困難である。例えば次のような一対のシノニムを使用した場合がそれである。
xJIaZIHOKPOBIIe-XJIa,mHOKPOBHOCTb
naPaJIJIeJIH3M-naPaJIJIeJIbHOcTb
TParH3M-TParIIKIHOCTb
》KmaTb-O>KImaTb
中aHTaCTIIxIHHH-中aHTacTHIIeCKHii
U
no3TIIwHHH－nOaTHuecKKH
CHCTeMaTHIIHHii-CIICTeMaTHIIecKHii
THnHIIHHii-TIInHIIeCKHii
上に記した一対のシノニムは或る’限られた語と結合する場合においてのみ相互の入
れ替えが許されるのである。しかもこのような結語は非常に少ないのである。
例えば名詞xJIa"HoKpOBHOCTbは物の本性を意味し,意義の点において形容詞xJIa"HO-
KPOBHH衝と相関的である。従って次のような結語となるのである。
xJIa"HOKPOBHLIiiB3rJIH"
xJIa,mHOKPOBHOCTbB3rJIHXa
xJIanHOKPOBHaiiIIeJIOBeK
xJIa"HOKPOBHOCTbKIeJIOBeKa
しかるに他方xJIanHoKPoBHeは特殊な状態，すなわち正しい判断力をもち，感情に動
かされない冷静な状態を意味するのである。従って叩oHBHTbxJIanHOKPOBHe,COxPaHIITb
(HoTePHTb)xJIaXHoKPoBHeなどの結語となる。この場合XJIanHOKPOBHeの代りに
xJIanHOKPOBHOCTbを使用することはできないのである。名詞XJIanHOKPOBHeはxJIa"HO-
KPOBHOCTbに比し語彙論的意義が狭いために,B3rJIHX,XaPaKTeP型の名詞とともに使用
することはできないのである。従ってxJIa'mHoKPOBIIeB3rJIHma,xJIa"HoKPoBHexaPaKTePa
などの結語は許されないのである。この場合には常にXJIanHOKPOBHOCTbが使用される
のである。以上により明らかなように，この二つのシノニムの差異はその各語が特殊な
名詞と結合することに存するのである。これに反し，この両語の語彙論的意義の完全な
る一致は双方の語がIIeJIOBeKなる語と結合した場合に相互の入れ替えができることに
見られるのである。
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例HacBocxHmaeTxJIanHoKpoBHocTblOpHH.
HacBocxHmaeTxJIa,mHoKpoBHelOpHH.
上に述べたようなうシノニムの意義上の類似と差異の究明は現代ロシヤ語のシノニミ
カの研究にとって欠くことのできない，必要なことである。なんとなれば同一語根をも
つシノニムは一見してその意義の差異が見分け難く，また意義そのものも一致している
ように考えられるからである。
現代ロシヤ語の動詞の中には同一語根をもつシノニムが特に多いのである。その中で
意義論の上から注目すべき一対のシノニム動詞がある。その主要なるものは一方のシノ
ニムガ接頭辞Oを有し，他方がこれを有しない動詞の一組である。
例 》KZaTb-O)KImaTb
KOHⅡaTb－OKaHuHBaTb
3HaqHTb－O3HaqaTb
これらの一対のシノニム動詞の特徴的な差異は接頭辞Oを有する動詞がこれを有しない
動詞より文章語的であることに存するのである。
同一語根をもつ一対のシノニム動詞は概してその一つが接頭辞の助けによって構成さ
ﾝれているのであるが，この二つのシノニム動詞の差異は接頭辞を有する動詞がこれを有
しない動詞に比して意義の範囲が狭く，具体的であることに存するのである。例えば次の
ような型の一対のシノニム動詞BH3HyTb-yBH3aTb,racHyTb-yracaTb,rPo3IITb-yrPo-
]KaTb,BeceJIIITb-yBeceJIHTb,KpenHTb-yKpenJIHTb,TpaM60BaTb-yTpaM60BbIBaTb,
MOJIIIaTb-yMaJIIIHBaTb,maraTb-nePemarHBaTb,nPbIraTb-nepe叩HrHBaTb,JIHCTaTb-
nePeJIHcTbIBaTb,o,IoJIeTb-nPeonOJIeTb,KaCaTbCH－nPHKacaTbcH,UeJIHTbcfl-nPIIUeJIH-
BaTbcH,6JIII3HTbcH-npll6JIH)KaTbcHcTepeqb-no,ncTeperaTb,'UeJIHTb-pa3neJIHTb,
tlJIeHHTb-PacIIJIeHHTb,mIiPHTbcH-PacmHPHTbcH,KonHTb-CKanJIHBaTbの中で接頭辞を
有する動詞はすべて接頭辞を有しない動詞より一層具体的な行為を意味するのである。
接頭辞を有する動詞とこれを有しない動詞との差異は結論的にいうならば，意義の範囲
がより狭いか或はより広いかに帰着するのである。
異なった語根をもつ動詞のシノニムもまた同じように，特殊なニュアンスによって相
互に異なるのである。例えば次に記す一連のシノニム動詞の中で各組の後者が前者より
強く行為の強度を表現することができるのである。
例 PacCTaBaTbcH-Pa3JIyIIaTbCH
3acTaBHTb-IIPIIHyXIITb
o6EHcHHTb-pacToJIKoBaTb
PacTBOPHTb-PacnaxHyTb
3H6HyTb-Mep3HyTb
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名詞
TOJIKOTHH(中立文体)-TOJIqeH(口語体）
BOMyxOnJIaBaTeJIb(中立文体)-asPoHaBT(文語体）
形容詞
HPOCTHbIii(中立文体)-HpbIh(高度の文体）
CJIO>KHbIii(中立文体)-xHTPOCnJIeTEHHbIii(文語体）
npHIIHHHb'ii(中立文体)-Kay3aJIbHbIii(文語体）
HacToHmIIii(中立文体)-HcTHii(文語体）
副詞
COBCeM(中立文体)-BOBce(口語体）
CJIIImKOM(中立文体）一画epectIyp(口語体）
CJIyqaiiHO(中立文体)-qacoM(俗語体）
HalIPacHO(中立文体)-nOHanPacHy(口語体）
OIIeHb(中立文体）－mII6Ko(俗語体）
6ecmlaTHo(中立文体）－瓜aPoM(口語体）
一つのシノニム系列においてそのすべてのシノニムは中立的な文体色調をも一つの
シノニムのまわりに集まるのである。中立的なシノニムは同一系列の他のすべての
シノニムより数多く使用される。従ってシノニムの組み合わせ或はシノニム系列を
研究するに当っては，中心的な中立語を分出することが何よりも大切である。例えば
TePHTb-yTParIIIBaTb-皿maTbcHの系列においてその中立的動詞TepHTbは他のシノニ
ム動詞より数多く使用されるのである。
例 OHnoTepHJIqyBcTBoIoMopa.
HeTepHiiHame)K,UbI.
OHHoTepHJI3peHHeHa中POHTe.
flTePHIoBKycKe)Ke,mHeBHblMnPOryJIKaMHaJIO,mKax.
OHHBHoTepHeTJIpy3eii.
HeTepHiicBH3HcPo,nHbIMH.
動詞yTpaIMBaTbは文章語で，動詞TePHTbに比すれば，その使用度は少ないのであ
る。また動詞JIHmaTbCHも同じように文語体と結ばれる語で，その使用度も動詞TePHTb
より少ないのである。
B).意義の一致するシノニム
ロシヤ語には相互間に言語上の差異が少しもなく，その意義や使用範囲も完全に一致
するシノニムが存在するか。
このような，同一的なシノニム（或は対をなす似語）はロシヤ語に存在する。しかし
その数はきわめて少ないのである。これはことばの中に完全な同一性を避けようとする
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傾向が絶えず働いているからである。例えばシノニム系列の中の一つの語が他の語に見
られない特殊な，文体上の或は情緒的な色調をもち，またその背後に意義上の特殊なニ
ュアンスを秘めているのは上記の傾向の現われである。
しかしロシヤ語においては同一的なシノニムを任意の品詞の中に求めることができる
のである。通常このシノニムは同一語根から派生した語である。
例
動詞
nPOmyMaTb-o6'myMaTb
nePeMaHHTb-cMaHIITb
名詞
CaMOBOJIIIe－CaMOBOJIbCTBO
HHcHHPIIPOBaHHe-HHCHHPalMH
CBOeBOJIHe－cBoeBOJIbCTBO
o6HoBa-06HoBKa
nePeHocbe-nePeHOcIma,
⑪
CKaMbH－cKaMeHKa
TH>KeJIO"yM-TyrOmyM
xHTPeUa-xHTPHHKa
形容詞
no,mropeJIHii-Ho,mrOPeBm戒
o6BeTmaJIblii-06BeTmaBmHii
また上記に反し，異なる語根から派生した，同一的なシノニムも存在する。
例
形容詞
6ecneKIHHii-6e33a60THHii
6ec叩e,meJIbHblii-6e3rPaHHIIHH曲
xoJIOCTOii-He>KeHaTHh
??????
BnPyr-HeO>KIUaHHo-BHe3anHO
cJIerKa-IIyTh-KIyTb
TyT-3,mecb
qyTb-IIyTb-HeMHOrO
nO3"Hee-no3>Ke
Be3ne-BCIO,my-nOBCIO,my
HeTOPOnJIHBo-Hecnema
同一的なシノニムはすべて使用度も高く，その文体も中立文体に属し，一つの思想を
異なった語形で表現している。しかしシノニムの一対の組み合わせまたはその他のシノ
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ニム系列は永久に凍結したものではなく，また変わらないものでもない。言語の中には
絶えずシノニム系列を変えようとする，またはこれを打ち破ろうとする過程が起ってい
るのである。また一対のシノニムの中の一つが他のシノニムによって駆逐せられ，使用
されない語となることもしばしばである。
例
名詞
形容詞
副詞
nJIarIIaTOP-皿arHaTIIHK(廃語）
CaHKII-CaJIa3KH(廃語）
nePeBO瓜噸K-TOJIMaII(廃語）
Pa3"eBaJIKa-Pa3,瓜eBa@JIbHH(廃語）
HCKyccTBO-xy,mO>KeCTBO(廃語）
npHpo皿一ecTeCTBO(廃語）
⑪
nOPTHOH-mBeu(廃語）
TeJIerpaMMa-瓜ene皿a(廃語）
,mOBePHe-叩BepeHHOcTb(廃語）
cano)KHHK-6amMaIIHHK(廃語）
BMecTHTeJIbHbl曲一nOMecTHTeJIbHuii(廃語）
noKa3Hoii-Ka30Bblii(廃語）
U
OIIeHb-3eJIO(廃語）
現代ロシア標準語の中にはシノニムと考えられるほど相互に意義の類似した非シノニ
ムが多いのである。従ってシノニムの研究に当っては，これらの類似語とシノニムを明
確に区別することが特に必要である。次に意義の類似した非シノニムの一対を示してみ
よう。
例
動詞
名詞
ToPMomHTb-TePe6IITb
CnPeccOBaTbCH-ymlOTHHTbCH
nPOnePHyTb-npOneTb
OTO@mPaTb-oTOPBaTb
XPaHTb-IIHCTHTb
3aBePHyTbcH-yKyTaTbcH
COKPymaTbCH-TOCKOBaTb
CHHTbCH－Ka3aTbcH
叩HHTeJIb-瓜pyr
TenJIOTa－TenJIO
形容詞
副詞
現代ロシヤ標準語のシノニム
c6oplUe-co6PaHHe
cnoco6HocTb-瓜aPoBaHHe
CHMnaTHH-cOKIyBcTBHe
y6e>K,m6HHocTb-yBepeHHocTb
nJIyT-xHTPeU
MHcJIb－3aMHCeJI
叩HKJIIoqeHHe-nPOIIc皿ecTBHe
3aPHcOBKa-PHCyHoK
TOm耐一CKy,nHHii
nOCnemHblii-6blCTpblii
MOJIuaJIHBHh-6eccJIoBecHEIi
cOO6ma-COBMecTHO
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上に列挙した一対のシノニムはそれぞれ意義の類似した現象，行為，性質などを示す
けれども，それらのものは全く異質のものである。従って文中において一対の語の中
の一つを他の語をもって入れ替えるならば，その結果として得るものはシノニムに見ら
れるような，同一内容の二つのワリアントではなくて，適当な方法で表現された二つの
異なった内容である。
例
a).HaqaJIcH"IIcnyT.
HaIIaJIcHcnop.
6).Hacy,mHBHJIeronocnemHbliioTbe3m.
u
HacynIIBIIJIero6bIcTpbIiiOTLe3瓜．
上記の例文はいうまでもなく，それぞれ異なった出来事や現象について述べているの
である。
シノニムとシノニム的な類似語の差異を正しく理解することもきわめて重要である。
語彙論的規準の破壊や言語表現上の重大な誤りは常にこの両者の正しい判別ができない
ことに起因するのである。
3．結 び
シノニムに関しては現在いろいろな見解が述べられている。その中にはシノニムの存
在を否定する論もある。或る語学者は＜ことばの完全な意義においてシノニムとみなさ
れるような二つの語は言語の中に存在しない。従っていずれの場合においてもことばの
意義の完全さを変えることなしに，相互に入れ替えのできるような二つの語は言語の中
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に存在することができないのである。もしあるとするならば，一つの言語の中にまるで
二つの言語のようなものが存在しなければならないだろう。＞と述べている。この点に
おいて彼の論旨は全く正しいのである。しかしながらシノニムの究明に当って，二つの
語の意義の完全なる同一性から出発しなければならないとする彼の見解には賛成できな
いのである。シノニムは本来，同一現象の本質を表現しながらも，その意義の補足的ニ
ュアンスを異にする，語形の違う二つの語（或は三つの語），他の表現をもってするな
らば二つの概念（或は三つの概念）である。従ってシノニムは無造作に相互間の入れ替
えを行なうためにあるものではなく，同一の思想をより精確に表現するために存在する
ものである。外ならぬこの点にシノニムの本質的な意義が存するのである。本小論はこ
の論旨に基づいて記述したものである。
言語の中には既に本論で述べたように，完全なる同一性を打ち破ろうとする傾向が絶
えず作用している。この結果シノニム系列の中にはシノニムの一つが他のシノニムによ
って駆逐せられ，廃語となっているものもある。またこの現象とは逆に，言語の中には
以前シノニムでなかった語がその発達過程においてシノニムとなる現象も見られるので
ある。
本小論はこれらの言語現象を考慮に入れ，シノニムを意義の一致を欠くグルー プと意
義の一致するグループの二群に分け，意義論形態論及び文体論の観点から究明したも
のである。
